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◇表紙写真説明◇
油圧ショベルの実車転倒試験とシミュレーション

 写真提供： 施行技術総合研究所（実車転倒試験）
日立建機㈱（シミュレーション）

　実車転倒の写真は，傾斜角度 30 度の硬い粘土地盤の斜面上で
44 t の油圧ショベルを転倒させた時の様子である。できるだけキャ

ブに負荷がかかる条件にするため，作業機最大リーチ姿勢で，バケッ
トを地面よりわずかに浮かした状態で，道路わきに転倒した事態を
想定したものである。
　また試験結果検証の一つの手段としてシミュレーション解析を実
施。シミュレーションモデルを確立できた結果，様々な転倒モード
の解析を実施でき非常に有用であった。

グラビア　・保護具の安全対策
　　　　　・社団法人日本建設機械化協会　創立 60 周年記念講演会
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